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第 5 回学術集会プログラム 
 2006 年 5 月 26 日（金） 

 
 

特 別 講 演 
第１会場（2F ホ－ル） 14:00～15:00 

 
『生殖医療の過去から未来 － その倫理的問題』 

 座長：神谷  博文（神谷レディ－スクリニック） 
 演者：金城  清子（津田塾大学学芸学部国際関係学科） 

 

シ ン ポ ジ ウ ム（１） 

第１会場（2F ホ－ル） 15:15～16:45 

 

『社会へのアプロ－チ～公開講座に学ぶ』 
 座長：荒木  重雄（国際医療技術研究所） 

 座長：神谷  博文（神谷レディ－スクリニック） 

 

 １）「不妊を考える討論会」を開催しての経験から 

   佐久本哲郎（豊見城中央病院） 

 

 ２）公開討論会を企画して 

  徐    東舜（徐クリニック） 

 

 ３）公開講座に参加して思うこと－受療者として・不妊カウンセラーとして－ 

  辻原  科子 

 

 ４）公開講座の有用性―参加者の声から学ぶもの― 

  浅野  明恵（神谷レディ－スクリニック） 

 

 ５）福岡開催と各地コメンテーターを経験して 

  福田貴美子（蔵本ウイメンズクリニック） 

 

シ ン ポ ジ ウ ム（２） 

第１会場（2F ホ－ル） 16:55～18:15 

 

『不妊治療から育児期までの心理とサポ－ト』 

 座長：遊佐  浩子（北里大学病院 ） 

 座長：光延  京子（＠はあと･くりにっく）  

 

 １）不妊治療後に子育てする母親の心理 

  橋本  富子（假野クリニック） 

 

 ２）不妊治療を受けた患者の、治療、妊娠、出産、育児期における不安について 

 ～アンケート調査の結果から～ 

 古川由美子（大島クリニック） 

 

 ３）体外受精を受け双胎で出産された方の振り返り 

      ～事例を通して看護者のかかわりを検討する～ 

 松尾  則子（浜の町病院） 

 

４）体外受精児虐待の２例 

  藤澤  佳子（虎の門病院） 
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一 般 演 題 
 

口頭発表時間：  一般演題  講演７分、質疑応答 ４分 
 

第１会場（ホ－ル） 9:55～12:29  
 
9:55～10:39 カウンセリング(１)  座長  小池 弘子（西垣 ART クリニック） 
 

 A-01 『治療経過表』を使用した治療の振り返りカウンセリングを導入して 

   たまごクリニック ○丹裕絵 杉山敦子 金森公子 

     古林幸子 松木ちさ 高橋智恵 

     土倉絵美 増本伸之 池淵佳秀 

 

 A-02 不妊患者とのコミュニケーションのとり方についての考察 

   とまこまいレディ－スクリニック ○田村悦子 

 

 A-03 不妊治療負担感と夫婦間コミュニケーションの関係 

   1)ト－タルライフケアサポ－ト どりいむ ○割田修平 1) 割田節子 2) 

   2)割田助産院  

 

 A-04 不妊治療を終了する時− その後の方向性に関する症例報告−  

   中央クリニック ○浜崎京子 

 

 
 
 
 
10:39～11:34 カウンセリング(２)   座長 久保島 美佳（蔵本ウイメンズクリニック） 
 
 A-05 不妊治療の出発点 

   操レディスホスピタル ○後藤淳子 野村紗由美 操 良 

 

 A-06 病院内における不妊女性のサポートグループ導入についての考察 
   神谷レディースクリニック ○西村淑恵 浅野明恵 神谷博文 
 
 A-07 女性における不妊ストレスとストレスコーピングの特徴 
 1)国立精神・神経センター精神保健研究所 ○小泉智恵 1)中山美由紀 2) 
 2)大阪府立大学看護学部  上澤悦子 3)遊佐浩子 4) 
   3)北里大学看護学部 中村水緒 4)川内博人 4) 

   4)北里大学病院産婦人科  
 
 A-08 不妊カウンセリングにおける寄り添いケア－夫婦・家族を継続的に支援する取り組み－ 
   1)割田助産院 ○割田節子 1) 割田修平 2) 
  2)ト－タルライフケアサポ－ト どりいむ  
 
 A-09 不育症症例における精神的ストレスの経時変化 
 1)岡山大学医学部・歯学部附属病院・産科 ○秦久美子 1) 2) 中塚幹也 2) 3) 
 2)岡山県不妊専門相談センタ－ 佐藤久恵 1) 2)小橋尚子 1) 2) 

 3)岡山大学大学院保健学研究所 江國一二美 1) 2)松井たみこ 1)  
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11:34～12:29 医療サイドに求められているもの   座長 小田原  靖（ファティリティクリニック東京） 
 
 A-10 患者が求める不妊学級について考える－患者より得られた質問からみえた改善点－ 

   吉田レディ－スクリニック ○大宮由紀 加茂野倫子 神山和枝 

    橋爪千穂 鈴木妙子 千葉洋子 

    境ひろみ 吉田仁秋 

 

 A-11 初診パンフレットの有用性について 

   岡山二人クリニック ○杉山喜代美 人見順子 大月順子 

 

 A-12 不妊クリニックにおけるリスクマネジメントシステム～当クリニック診療部門での活用法～ 

   神谷レディースクリニック ○安藤愛 中村康子 太田有美 

    富樫寿乃 浅野明恵 神谷博文 

 

 A-13 受精卵（胚）の長期凍結保存に対する患者の意識調査 

   横田産婦人科医院 ○浅田照美 佐藤節子 槙田まさみ 

    石川恭子 横田佳昌 

 A-14 初診時問診票からみた高齢不妊症例の問題点 

  聖路加国際病院生殖医療センター ○佐藤孝道 塩田恭子 酒見智子 

   小松雅博 

 
 
 
 
第２会場（5F 大会議室）9:55-12:18 
 

9:55～10:28 情報提供   座長 橋村 富子（滋賀医科大学医学部附属病院） 
  
 B-01 集団説明会に関するアンケート調査からの考察 

   内田クリニック ○永島百合子 山田恵美 

    竹内恵理佳 西村佳子 内田昭弘 

 

 B-02 不妊に対する意識調査－公開講座のアンケ－トより－ 

   1)名古屋大学医学部産科婦人科学教室 ○佐藤博子 1) 鈴木 雅 2) 

   2)名古屋大学医学部附属病院 黒土升蔵 1) 後藤真紀 1) 

   3)中部大学生命健康科学研究所 下村裕司 1) 柴田大二郎 1) 

   4)豊橋市民病院不妊センタ－ 原田統子 1) 岩瀬 明 1) 

   5)愛知県健康福祉部児童家庭課 吉川史隆 1)渡邊実香 3) 

    安藤寿夫 4) 片岡博喜 5) 

  

 B-03 45 才以上の不妊治療の現状とカウンセリング 

  聖路加国際病院生殖医療センター ○塩田恭子 小松雅博 酒見智子  

   佐藤孝道 
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10:28～11:23 不妊相談   座長 藤島 由美子（越田クリニック） 

  

 B-04 行政の不妊相談に求められる事 

   長野県不妊専門相談センタ－ ○小林文子 木村節子 

 

 B-05 過去六年間の不妊電話相談の分析 

   さちレディ－スクリニック ○古賀久美子 櫻井薫 内山素子 

 

 B-06 不妊治療中の女性が医療者に聞けなかったこと 

   滋賀医科大学付属病院 ○橋村富子 

 

 B-07 高橋ウィメンズクリニックにおける不妊メール相談 

  高橋ウィメンズクリニック ○髙橋敬一 

 

 B-08 不妊専門相談センタ－における電話相談とメ－ル相談の相違点の検討 

 1)岡山大学大学院保健学研究所 ○江見弥生 1) 2)中塚幹也 1) 2) 

 2)岡山県不妊専門相談センタ－ 村上ひとみ 2)佐々木愛子 2) 4) 

 3)岡山大学医学部・歯学部附属病院・産科 藤原純子 2) 佐藤久恵 2) 3) 

 4)岡山大学医学部産科婦人科  小橋尚子 2) 3)江國一二美 2) 3) 

   秦久美子 2) 3)安達美和 2) 4) 

   鎌田泰彦 2) 4)野口聡一 2) 4) 

  平松祐司 4) 

 

 
 
11:23～12:18 症例から考える   座長 高橋 敬一（ 高橋ウィメンズクリニック） 
 

 B-09 子宮内膜不良でカウンセリングに苦慮した症例 

   市川婦人科クリニック ○熊谷晶子 横山典子 後藤まゆみ 

     伯川みどり 市川文雄 

 

 B-10 習慣性流産と第 XIII 因子について 

   五輪橋産科婦人科小児科病院 ○真名瀬賢吾 

 

 B-11 白血病再寛解誘導治療のため大量抗癌剤投与後、採卵を試みた一症例 

  1)聖路加国際病院生殖医療センター ○中村希 1)阿部朋子 1) 

  2)聖路加国際病院臨床実践研究推進センタ－ 井上美奈子 1) 小川さゆり 1) 

   宜野座しのぶ 1)草間良子 1) 

   前岳実由紀 1)小松雅博 1) 

   酒見智子 1)塩田恭子 1) 

   佐藤孝道 1) 操 華子 2) 

 

 B-12 習慣流産患者における妊娠、分娩に至るまでのサポート継続の重要性を感じた１症例 

   真島クリニック ○高内美鈴 堀部美澄 真島久子 

    真島靖重 

 

 B-13 自己決定の難治症例から 

  はるねクリニック銀座 ○中村はるね 

 


